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年

頭

ご

挨

拶

会
長

田
中

國
夫

よ
り
多
く
の
人
に

よ
り
楽
し
ん
で
頂
け
る

洋
友
会
に
！

昨
年
の
一
般
行
事
の
参
加
状
況
は

在
籍
２
７
２
名
の
中
、
①
総
会
懇
親

会
（
４
月
１
８
日
）
９
８
名
、
②

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
親
睦
会
（
９
月
８

日
）
５
９
名
、
③
日
帰
り
旅
行
（
１

１
月
２
２
日
）
４
０
名
と
そ
れ
ぞ
れ

近
年
に
な
い
盛
況
で
し
た
。

同
好
会
に
は
、
①
歩
こ
う
会
、
②

ゴ
ル
フ
、
③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

④
山
歩
き
、
⑤
麻
雀
、
⑥
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
、
⑦
パ
ソ
コ
ン
、
⑧
カ
ラ
オ
ケ
、

⑨
囲
碁
、
⑩
げ
ん
き
女
子
会
の
１
０

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
現
在
参
加
状
況
を

集
計
中
で
す
。

例
年
２
０
０
名
（
同
好
会
重
複
参

加
含
む
）
を
超
え
る
参
加
、
開
催
数

１
７
０
回
を
超
え
、
１
回
当
た
り
の

参
加
人
数
は
約
１
０
名
と
平
均
年
齢

７
５
歳
を
超
え
る
集
団
と
し
て
の
活

況
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
定
期
大
会

４
月
１
０
日
（
火
）
に
決
定

今
年
も
総
会
を
４
月
１
０
日
に

「
ピ
ア
ザ
淡
海
」
で
開
催
し
ま
す
。

約
１
０
０
名
が
参
加
さ
れ
る
年
に

一
度
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

多
く
の
仲
間
の
皆
様
と
お
会
い
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
洋
友
会
発
足
か
ら
３
０
年

目
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
り
記
念

総
会
と
し
て
の
催
し
や
、
健
康
に
役

立
つ
記
念
品
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

３
０
年
間
の
出
来
事
に
思
い
を
馳

せ
、
む
か
し
話
を
大
い
に
語
り
合
い

な
が
ら
懇
親
会
が
盛
り
上
が
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

役
員
一
同
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

平成２９年度懇親会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
様
お
揃
い

で
の
初
春
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
は
洋
友
会
に
と
っ
て

も
30
年
目
を
迎
え
る
記
念
の
年
と

な
り
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
や
、
歴
代
役

員
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
協
力

に
よ
り
、
平
成
元
年
発
足
か
ら

延
々
と
受
け
継
が
れ
て
今
日
が
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
思
い
を
新
た

に
、
こ
れ
か
ら
も
洋
友
会
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

従
来
の
ご
支
援
へ
の
感
謝
と
共

に
、
今
後
の
活
動
へ
の
ご
協
力
を

す
で
に
ご
案
内
の
通
り
、
ソ
ー

ラ
ー
事
業
の
構
造
改
革
に
よ
り
滋

賀
工
場
で
の
生
産
が
終
了
し
ま
す
。

滋
賀
地
区
役
員
会
は
新
年
1
月

か
ら
「
大
津
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」
を
お
借
り
し
「
毎
月
第
1

週
火
曜
日
（
基
本
）
」
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
会
社
か
ら
の
洋
友

会
に
対
す
る
有
形
無
形
の
ご
支
援

に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
会
の
運
営
や
各
種

行
事
、
同
好
会
活
動
は
今
ま
で
ど

お
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
以
上
の
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

滋
賀
地
区
で
は
例
年
「
よ
り
多

く
の
人
に
、
よ
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
洋
友
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
行
事
参
加
率
60
％
以
上
」
を

目
指
し
て
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

お
わ
り
に
、
新
し
い
年
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

２０１７年総会

２００平２０成２９２２０
０１７年度総会



（2）地区だより

生
活
に
潤
い
求
め

年
々
活
発
に
！

報
告
者

美
濃
出
隆
夫

11
月
22
日
“
グ
ル
メ
昼
食
宴
会
”

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
参
加
し
て
一
言
。

今
回
の
参
加
者
は
40
名
。
湖
北
随

一
の
紅
葉
の
名
所
「
鶏
足
寺
」
の
紅

葉
、
若
狭
民
宿
で
の
宴
会
を
堪
能
し

て
来
ま
し
た
。

朝
８
時
、
バ
ス
で
石
山
を
出
発
。

名
神
高
速
を
走
り
、
ビ
ー
ル
等
を
飲

み
楽
し
く
話
し
な
が
ら
進
行
。
11
時

頃
最
初
の
目
的
地
「
鶏
足
寺
」
の
麓

に
到
着
。
そ
こ
か
ら
鶏
足
寺
の
お
堂

ま
で
約
２
０
分
の
登
り
坂
を
歩
き
紅

葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
鄙
び
た
里
山

の
遊
歩
道
を
観
光
客
が
切
れ
目
な
く

連
な
っ
て
歩
い
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

こ
の
往
復
40
分
の
歩
行
が
、
宴
会
前

に
腹
を
空
か
す
良
い
運
動
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

鶏足寺散策案内図

鶏
足
寺
の
紅
葉
と

若
狭
民
宿
グ
ル
メ
旅
行

魚
市
場
「
日
本
海
さ
か
な
街(

敦
賀
市)

」
に
立

ち
寄
り
土
産
を
買
っ
た
後
、
「
民
宿
昭
和
館(

常

神
半
島)

」
に
到
着
。
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
て
1

時
半
頃
か
ら
宴
会
開
始
。
田
中
会
長
の
開
宴
挨

拶
・
藤
野
さ
ん
の
乾
杯
の
後
、
中
川
路
さ
ん
の
中

締
め
ま
で
ブ
リ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
か
ら
始
ま
り
、

鯛
・
ブ
リ
・
甘
え
び
の
船
盛
、
等
々
豪
華
な
料
理

を
堪
能
、
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。
食
べ
終
わ
っ
た

頃
に
は
口
が
疲
れ
た
の
か
、
そ
の
場
が
し
ば
ら
く

静
か
に
な
っ
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
。

そ
の
後
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
あ
と
帰
路
に
つ

き
、
6
時
過
ぎ
に
会
社
、
石
山
に
帰
着
し
ま
し
た
。

幹
事
・
役
員
の
皆
様
の
企
画
・
準
備
、
旅
行
中

の
心
遣
い
の
お
陰
で
、
楽
し
い
旅
が
で
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
「
鶏
足
寺
」

で
す
が
、
真
紅
の
絨
毯
の
季
節
に
は
少
し
遅

か
っ
た
様
で
す
。
し
か
し
「
昭
和
館
」
の
料
理

は
、
前
回
同
様
期
待
通
り
の
内
容
で
、
皆
さ
ん

満
足
さ
れ
た
様
で
し
た
。
（
編
集
人
記
）



（３） 地区だより

報
告
者

倉
世
古
隆
生

年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト

【鳥
取
は
わ
い
温
泉
】一
泊
ツ
ア
ー

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

一
泊
ツ
ア
ー

倉
世
古

隆
生

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、

現
在
62
名
の
会
員
で
活
動
中
で
す
。

活
動
内
容
は
、
毎
月
第
一
日
曜

日
に
唐
橋
運
動
公
園
で
定
例
会
を

行
う
こ
と
が
基
本
日
程
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
で
は
、
新
春
記
念
大
会

や
定
期
的
な
外
部
団
体
と
の
交
流

会

、

又

毎

年

「

温

泉

一

泊

ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
「
伊
勢
志
摩
神
代
温

泉
」
・
「
越
前
あ
わ
ら
温
泉
」
に

引
き
続
き
29
年
度
は
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
で
も
あ
る
「
鳥

取
は
わ
い
温
泉
」
に
て
、
2
日
間

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

鳥
取
で
は
、
日
本
海
を
眼
下
に

見
下
ろ
す
「
白
兎
グ
ラ
ン
ド
コ
ー

ス
」
で
早
速
1
日
目
の
プ
レ
ー
を

楽
し
み
、
宿
泊
先
の
鳥
取
は
わ
い

温
泉
【
千
年
亭
】
で
は
、
東
郷
湖

を
望
む
露
天
風
呂
に
浸
か
り
、
新

鮮
な
日
本
海
の
海
鮮
料
理
を
堪
能

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ン

ス
等
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
大
宴
会
の
最
後
は
お
馴
染
み
の

『
琵
琶
湖
周
航
の
歌
』
で
し
た
。

宴
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
皆
さ
ん

名
残
惜
し
い
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

久
し
振
り
の
宿
泊
修
学
旅
行
さ
な
が
ら

に
、
男
女
共
ほ
ぼ
全
員
が
一
部
屋
に
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
二
次
会
や

ら
そ
の
日
の
プ
レ
ー
の
反
省
や
ら
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
和
や
か
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
持
つ
事
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
鳥
取
砂
丘
近
く
の
「
潮
風

の
丘
と
ま
り
コ
ー
ス
」
で
プ
レ
ー
し
た

後
に
昼
食
・
土
産
物
等
の
買
い
物
を
す

る
な
ど
し
て
、
二
日
間
思
う
存
分
の
プ

レ
ー
・
温
泉
宿
泊
・
観
光
を
満
喫
し
ま

し
た
。



（４）地区だより

同
好
会
連
絡
先

■
歩
こ
う
会
■

世
話
役
：
近
澤

正
博

電(

０
７
７)

５
６
５-

XXXX

■
囲
碁
同
好
会
■

世
話
役
：
森
岡

勝

電(

０
７
７)

５
８
８-

XXXX

■
ゴ
ル
フ
同
好
会
■

世
話
役
：
平
岩

誠
忠

電(

０
７
７)

５
８
３-

XXXX

■
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
■

世
話
役
：
井
上

修

電(

０
７
７)

５
６
３-

XXXX

■
げ
ん
き
女
子
会
■

世
話
役
：
本
郷

喜
代
子

電(

０
７
７)

５
４
５-

XXXX

■
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
■

世
話
役
：
原
田

潔

電(

０
７
７)

５
２
２-

XXXX

■
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
■

世
話
役
：
中
川
路

誠

電(

０
７
７)

５
２
５-

XXXX

■
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会
■

世
話
役
：
川
崎

修
一

電(

０
７
７)

５
６
２-

XXXX

■
山
歩
き
同
好
会
■

世
話
役
：
藤
田

三
男

電(

０
７
７)

５
４
４-

XXXX

■
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
■

世
話
役
：
東
江

輝
男

電(

０
７
７)

５
４
９-

XXXX

新
入
会
員
の
原
田
さ
ん
を
囲
ん
で

伊藤 克彦さん
平成29年7月入会
パナソニック(株)AP社

原田 哲夫さん

平成29年8月入会
洗濯機事業部

宜しくお願いします。

会員数 平成29年12月現在272名
（男子 255名／女子 17名）

平
成
29
年
の
新
会
員
歓
迎
会
と

役
員
忘
年
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
が

12
月
19
日
12
時
よ
り
石
山
駅
近
く

の
「
可
和
文
」
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
21
名
の
参
加
で
し
た
。

会
社
都
合
に
よ
り
洋
友
会
部
室

は
新
年
よ
り
使
用
で
き
な
い
為
、

最
終
日
は
後
か
た
ず
け
等
の
作
業

を
終
え
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

新
年
か
ら
は
、
月
１
回
の
役
員

会
は
膳
所
の
「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」
に
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

会
社
の
合
理
化
策
が
こ
の
よ
う

な
形
で
Ｏ
Ｂ
の
私
達
に
も
及
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
会
員
間

の
一
致
団
結
が
必
要
と
も
言
え
る

で
し
ょ
う
。
（
編
集
人
記
）

昨
年
春
の
総
会
後
懇
親
会
時
各
テ
ー
ブ
ル
写
真

参
加
さ
れ
た
方
は
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
（
編
集
人
取
材
）

新
会
員
歓
迎
会
と

役
員
忘
年
会

平
成
29
年
の
滋
賀
県
の
健
康
寿

命
は
75.

3
歳
と
全
国
ト
ッ
プ
で
し

た
。
し
か
し
平
均
寿
命
と
の
差
が

10
年
近
く
あ
り
従
来
か
ら
縮
小
し

て
い
ま
せ
ん
。
介
護
等
を
要
す
る

こ
の
期
間
の
長
さ
は
諸
外
国
に
は

な
い
日
本
独
特
の
現
象
の
様
で
す
。

洋
友
会
滋
賀
の
会
員
の
皆
さ
ん

も
高
齢
化
に
伴
う
病
気
の
リ
ス
ク

が
増
大
し
て
い
ま
す
が
、
元
気
に

明
る
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

（
編
集
人
記
）

松
田
忠
男
さ
ん
・
谷
川
幸
哉
さ
ん

磯
上
辰
弥
さ
ん
・
森

祐
三
さ
ん

岸
場
正
芳
さ
ん
・
中
野
喜
代
正
さ
ん

森

整
而
さ
ん
・
佐
野
正
男
さ
ん

藤
田

修
さ
ん
・
喜
田

晃
さ
ん

深
田

稔
さ
ん
・
山
川
喜
一
郎
さ
ん

寺
田

實
さ
ん
・
岡
崎
至
成
さ
ん

滋
賀
地
区
で
は
以
上
の
１
４
名
の

方
が
該
当
者
で
す
。


